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若手演奏家紹介③

楽器にまつわるあれこれ③

TALK〈ヨゼフ・ヘル －ウィーン室内合奏団〉

演奏会鑑賞バスツアー

新人演奏会

3月・4月プログラム、プレイガイド

2～4

5

6

6

7

7

8

8

山崎伸子・加藤知子・津田裕也トリオ

5/

6
■小ホール　■14：00

日

3March 4 April
山崎伸子〈チェロ〉加藤知子〈ヴァイオリン〉 津田裕也〈ピアノ〉津田裕也〈ピアノ〉○武藤　章C ○武藤　章C

《珠玉のベートーヴェン演奏会》



フ
ラ
ン
ス
国
立
セ
ル
ジ
ー
・

ポ
ン
ト
ワ
ー
ス
音
楽
院
、

シ
ョ
ー
モ
ン
市
立
音
楽
院

チ
ェ
ン
バ
ロ
講
師
を
歴
任

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
長
く

活
躍
し
た
後
、
現
在
は
東

京
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
、

ま
た
ホ
ー
ル
の
チ
ェ
ン
バ

ロ
講
師
で
も
あ
る
　
形
亜

樹
子
に
よ
る
ホ
ー
ル
主
催

第
11
期
講
習
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
開
か

れ
る
リ
サ
イ
タ
ル
。
ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
、
ベ
ー
ム
な

ど
の
作
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。
 

∧
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨
フ
ロ
ー
ベ
ル
ガ
ー
、
バ
ッ
ハ
、
他

の
作
品
 
　
 

 齋
藤
秀
雄
の
愛
弟
子
で
、
日

本
を
代
表
す
る
チ
ェ
ロ
奏
者

山
崎
伸
子
と
仲
間
た
ち
に
よ

る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
名
曲

を
集
め
た
コ
ン
サ
ー
ト
。
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
は
、
木
曽
音
楽

祭
な
ど
で
お
馴
染
み
の
加
藤

知
子
、
ピ
ア
ノ
は
07
年
仙
台

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝

お
よ
び
聴
衆
賞
を
受
賞
、
現

在
ベ
ル
リ
ン
芸
術
大
学
在
籍

中
の
津
田
裕
也
。
副
題
の
と

お
り
「
ベ
ス
ト
　
オ
ブ
　
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
一
度
に
、
と
い

う
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と
も
贅
沢
な
演
奏
会
で
す
。

山
崎
伸
子
は
、
先
の
11
月
に
二
度
目
の
「
レ
コ
ー
ド

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

∧
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ｢

春｣

、

ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
「
大
公
」、
他 

ハーモニーホールご利用のお客様はご予約の際お申し出下さい。 
上記より割引きの〔特別ご優待料金〕にてご案内させて頂きます。 
（但し、時期によってはご優待料金をご提供できない場合もございます。ご了承ください。） 

TEL026-259-2323 http://www.sunpian.com
長 野 市 高 田 3 2 1－2

限りない信頼を礎に。 
 

スタインウェイピアノは、世界を舞台に活躍する 

トップピアニストの90パーセント以上から 

そのコンサートステージで選ばれています。 
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ランチタイムコンサート14金

日

日

金

日

水

火

火

金

日

金

金

金

　形亜樹子チェンバロリサイタル

山崎伸子・加藤知子・津田裕也トリオ

第33回新人演奏会
【あがたの森文化会館講堂】《実行委員会主催》　

おしゃべりコンサート33
フルートとの共演　フルート／桂 聰子

おしゃべりコンサート34　
ハープの共演　ハープ／山本眞紀子

土

木

金

金

金

日

金

土

土

土

日

土

日

金

スウェーデン放送合唱団
【長野県松本文化会館 大ホール】

アナ・ヴィドヴィチ　ギターリサイタル

朝と夕べのハーモニー

第26回島内灯篭まつり《実行委員会主催》

ランチタイムコンサート15

山岸 博　魅惑のホルン

おしゃべりコンサート35
オーボエとの共演　オーボエ／小平 潔

保
田
紀
子

桂
　
聰
子

山
本
眞
紀
子

小
平
　
潔

猿
田
一
世

ホール専属オルガニストの保田紀子による「ランチタイム
コンサート（２回）」。本格的な演奏を聴いたりオルガンの
伴奏で一緒に歌ったり、１００円でたっぷり楽しめるお得な
演奏会です。夜の「おしゃべりコンサート」では地元で活
躍する演奏家とお話を交えながら進めていきます。島内
公園ではオルガンコンサートに併せてフリーマーケットが
開かれることもありますので、お昼休みに、またお母さん
の息抜きに、安らぎのオルガンの音色はいかがでしょうか。

Ⅵ おしゃべりコンサート36 
フルートとの共演　 
フルート＝猿田一世 
 

金 19：00～20：00

Ⅴ おしゃべりコンサート35 
オーボエとの共演　 
オーボエ＝小平　潔 
 

金 19：00～20：00

Ⅳ ランチタイムコンサート15 
オルガン　ソロ 

金 12：15～12：45

Ⅲ おしゃべりコンサート34 
ハープとの共演　 
ハープ＝山本眞紀子 
 

火 19：00～20：00

Ⅱ おしゃべりコンサート33
フルートとの共演 
フルート＝桂　聰子 
 

金 19：00～20：00

Ⅰ ランチタイムコンサート14 
オルガン　ソロ 

金 12：15～12：45

☆島内公園でフリーマーケット開催予定。 

☆島内公園でフリーマーケット開催予定。 

アブデル・ラーマン・エル＝バシャ
ピアノリサイタル

おしゃべりコンサート36　
フルートとの共演　フルート／猿田一世

ジャン＝ギアン・ケラス　
二夜連続リサイタル

カメラータ・ザルツブルク
【長野県松本文化会館 大ホール】

Ｘｍａｓファンタジー2012

新春オルガンコンサート

有田正広　
バッハ父子の肖像

古典四重奏団

ふいごの唄7

第27回ニューイヤー松本ボーカル
フェスティバル《実行委員会主催》

2012.5.6（日）●小ホール●14:00

《
珠
玉
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
演
奏
会
》

2012.5.27（日）●小ホール●13:30

特集  ザ・ハーモニーホール主要ライン・アップ
2012.4　 2013.3

2012 4/13

4/22

5/ 6

5/18

5/27

6/20

6/26

7/ 3

8/ 3

8/ 5

9/14

9/21

10/ 5

10/11

10/12

11/ 9

11/16

12/ 9

12/14

12/15

1/12

1/19

2/ 3

2/23

3/17

2013

11/16

10/ 5

9/14

6/26

5/18

4/13

100100円コンサート円コンサート
オルガン／保田紀子オルガン／保田紀子

加藤知子 津田裕也 山崎伸子 

　
形
亜
樹
子
チ
ェ
ン
バ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

《
バ
ッ
ハ
の
先
駆
者
た
ち
》

形亜樹子 

山
崎
伸
子
（
チ
ェ
ロ
）・
加
藤
知
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

津
田
裕
也
（
ピ
ア
ノ
）
ト
リ
オ

○武藤　章 C ○武藤　章 C

0263（37）0111（代表） 

TEL.0263（37）0888
http://www.buena-vista.co.jp/ 

川越シェフとホテルブエナビスタの 
コラボレーションディナー（1ソフトドリンク付）を 

ご堪能下さい。 
 

■ご予約・お問い合わせは、下記直通電話かホームページまで 

■協賛：北陸コカ・コーラボトリング株式会社　■共催：SBC信越放送

川越達也 

チケット好評発売中！

メモリアルディナー＆トークショー 

ホテルブエナビスタ開業２０周年記念 
グランドフィナーレ スペシャルイベント 

ホテルブエナビスタ3Ｆグランデ 

2012.3.31

19,000円 
18,000円 

土曜日 

S席 

A席 

開演18：00　開場17：30

【全席指定】 
（税・サ込） 

く
わ



ペーター・ダイクストラ 
 
 

アナ・ヴィドヴィチ 

平林瑞枝 臼井文代 山岸博 

シェレンベルガー 平野花子 神田勇哉 エル=バシャ 
 

スウェーデン放送合唱団 
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１
９
２
５
年
創
設
。

52
年
に
合
唱
の
神
様

と
称
さ
れ
る
エ
リ
ッ

ク
・
エ
リ
ク
ソ
ン
が

首
席
指
揮
者
に
就
任

し
、
以
来
世
界
の
ト

ッ
プ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
し

て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

兄
弟
関
係
に
あ
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
放
送
響
を
は
じ
め
、
ベ

ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
、
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ア
管
等
と
共
演
。

96
年
来
日
公
演
で
の
「
第
九
」

「
復
活
」
で
は
「
精
緻
な
こ

と
言
語
に
絶
す
る
」
等
々
、
空
前
の
大
絶
賛
を
博
し

ま
し
た
。
会
場
は
長
野
県
松
本
文
化
会
館
で
す
。
 

∧
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨
ブ
ラ
ー
ム
ス
＝
５
つ
の
歌
、
プ
ー

ラ
ン
ク
＝
ミ
サ
曲
 

ト
長
調
よ
り
キ
リ
エ
、
グ
ロ
ー
リ

ア
、
他
 

５
歳
か
ら
ギ
タ
ー
を

学
び
始
め
、
７
歳
で

初
め
て
の
演
奏
会
、

11
歳
で
海
外
演
奏
旅
行
、

13
歳
で
ザ
グ
レ
ブ
音

楽
ア
カ
デ
ミ
ー
に
最

年
少
で
入
学
を
果
た

す
な
ど
、
早
く
か
ら

天
才
少
女
と
し
て
注

目
を
集
め
る
ク
ロ
ア

チ
ア
の
星
。
世
界
で
最
も
重
要
で
権
威
あ
る
コ
ン
ク

ー
ル
の
ひ
と
つ
、
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
タ

レ
ガ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝（
98
年
）な
ど
、
受
賞
歴

も
輝
か
し
く
、
ま
た
世
界
20
カ
国
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
04
年
初
来
日
で
は
、
公
演
の
模
様

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
│

Ｂ
Ｓ
に
よ
り
収
録
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

現
代
ギ
タ
ー
界
の
最
高
峰
に
位
置
す
る
バ
ル
エ
コ
、

そ
の
愛
弟
子
の
才
能
を
と
く
と
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
 

∧
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨
タ
レ
ガ
＝
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い

出
、
J
．S
．バ
ッ
ハ
＝
前
奏
曲
、
フ
ー
ガ
と
ア
レ
グ

ロ
変
ホ
長
調
、
他
 

山
岸
博
　
魅
惑
の
ホ
ル
ン

《
初
秋
に
贈
る
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
香
り
》

ホ
ル
ン
／
山
岸
博
　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
平
林
瑞
枝
　
ピ
ア
ノ
／
臼
井
文
代

郷
土
が
誇
る
ホ
ル
ン
奏
者

山
岸
博
が
、
い
よ
い
よ
ザ･

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
し
ま
す
。

バ
イ
ロ
イ
ト
・
ワ
ー
グ
ナ

ー
音
楽
祭
に
初
の
日
本
人

管
楽
器
奏
者
と
し
て
迎
え

ら
れ
、
84
年
か
ら
は
読
響

首
席
ソ
ロ
ホ
ル
ン
奏
者
と

し
て
活
躍
。
共
演
の
平
林

瑞
枝
は
大
町
市
出
身
で
読

響
第
２
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

ト
ッ
プ
奏
者
。
ピ
ア
ノ
は

平
林
と
同
じ
く
才
能
教
育

出
身
、
地
域
で
活
躍
す
る

臼
井
文
代
。
初
秋
に
し
っ

と
り
、
ホ
ル
ン
の
名
曲
に

浸
っ
て
く
だ
さ
い
。 

∧
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨
ブ
ラ
ー
ム
ス
＝
ホ
ル
ン
三
重
奏
曲
、

バ
ー
ク
レ
イ
＝
ホ
ル
ン
三
重
奏
曲
、
他 

１
９
５
８
年
音
楽
家
の
両
親
の
も
と
ベ
イ
ル
ー
ト
（
レ

バ
ノ
ン
）
に
生
ま
れ
、
78
年
19
歳
の
と
き
ベ
ル
ギ
ー
の

エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
王
妃
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
審
査

員
満
場
一
致
に
よ
る
優
勝
、
併
せ
て
聴
衆
賞
を
受
賞
し

一
躍
世
界
の
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。
し
か
し
直
ぐ
に
演

奏
活
動
に
着
手
す
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
増
や
す
こ
と
に
没
頭
し
た
た
め
、
約
60
の
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
の
ほ
か
バ
ッ
ハ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
マ
ン
、
シ
ョ
パ

ン････

何
で
も
弾
き

こ
な
し
ま
す
。
98
年

フ
ラ
ン
ス
政
府
よ
り

芸
術･

シ
ュ
バ
リ
エ
賞
、

02
年
レ
バ
ノ
ン
大
統

領
よ
り
功
労
賞
の
最

高
メ
ダ
ル
を
授
与
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
王
妃
や
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
を
務
め
て
も
お
り
、

そ
の
優
れ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
支
え
ら
れ
た
威
厳
あ
る
演

奏
は
各
地
で
絶
賛
を
博
し
て
い
ま
す
。
二
夜
連
続
充
実

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
彼
の
音
楽
性
や
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
広

さ
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。 

∧
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨
Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ
ハ
＝
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ

ー
ア
曲
集
　

第
１
巻
　

24
の
変
奏
曲
と
フ
ー
ガ
よ
り
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
　

第
６
番
、
ラ
ヴ
ェ

ル
＝
夜
の
ガ
ス
パ
ー
ル
、
他 

近
年
、
指
揮
者
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
往
年

の
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
オ
ー
ボ
エ
奏
者
シ
ェ
レ
ン

ベ
ル
ガ
ー
率
い
る
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
が
、

実
に
21
年
ぶ
り
に
来
日
し
ま
す
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

モ
ッ
ト
ー
は
「
至
高
を
求

め
て
」
。
07
年
か
ら
09
年

ま
で
レ
オ
ニ
ダ
ス
・
カ
ヴ

ァ
コ
ス
、
09
、
10
年
に
は

サ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
・
ノ
リ

ン
ト
ン
が
芸
術
監
督
（
後

に
桂
冠
指
揮
者
）
を
務
め

る
な
ど
、
50
年
余
り
の
年

月
の
中
で
伝
統
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。
特
筆
す

べ
き
は
内
田
光
子
や
ハ
イ

ン
ツ
・
ホ
リ
ガ
ー
な
ど
、

世
界
の
ト
ッ
プ
奏
者
た
ち

が
彼
ら
の
招
き
に
喜
ん
で

応
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
今
回
、
ソ
リ
ス
ト

に
迎
え
る
の
は
、「
日
本
を
 

 

せ
い
　
ち
 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
放
送
合
唱
団

2012.6.20（水）●長野県松本文化会館大ホール●19:00

《
宝
石
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
な
声
の
饗
宴
》

指
揮
／
ぺ
ー
タ
ー
・
ダ
イ
ク
ス
ト
ラ

2012.7.3（火）●小ホール●19:00

2012.9.21（金）●小ホール●19:00

カ
メ
ラ
ー
タ･

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

2012.11.9（金）●長野県松本文化会館 大ホール●19:00
《
至
高
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
演
奏
を
繰
り
広
げ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
名
門
》

ア
ナ
・
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ

ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

《
バ
ル
エ
コ
の
愛
弟
子
　
ク
ロ
ア
チ
ア
が
生
ん
だ
美
し
き
ギ
タ
ー
の
妖
精
》

2012.10.11（木）・12（金）●小ホール●19:00

ア
ブ
デ
ル･

ラ
ー
マ
ン
・
エ
ル
＝
バ
シ
ャ

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

指
揮
・
オ
ー
ボ
エ
／
ハ
ン
ス
イ
ェ
ル
ク
・
シ
ェ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー

ハ
ー
プ
／
平
野
花
子
　
フ
ル
ー
ト
／
神
田
勇
哉

C○BR/Frank Bauer　 

C○K.Miura

C○Alix_Laveau　 

《
圧
倒
的
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
誇
る
真
の
天
才
、二
夜
連
続
公
演
》



昨
年
か
ら
会
場
を
小
ホ
ー
ル
に
移
し
、
２
回
公
演
に

な
り
ま
し
た
。
１
部
は
音
楽
監
督
に
桐
山
建
志
を
迎

え
て
、
お
話
つ
き
の
室
内
楽
演
奏
会
、
２
部
は
作
曲

者
自
身
に
よ
る
指
揮
で
「
白
い
う
た
　
青
い
う
た
」

よ
り
、
そ
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
合
唱
ス
テ
ー

ジ
で
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
 

∧
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨
【
第
１
部
】
プ
ー
ラ
ン
ク
＝
象
の

バ
バ
ー
ル
（
寺
嶋
陸
也
編
曲
）（
予
定
）
　
 

【
第
２
部
】　
新
実
徳
英
＝
「
白
い
う
た
　
青
い
う
た
」

よ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、
他
 

ロ
ス
ト
ロ
ポ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
国
際
及
び
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
。
欧
米
の
権
威
あ
る
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
の
多
く
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
他
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ト
ー
ン
ハ
レ
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ウ
ェ
ー
ル
ズ

響
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ド
放
送
響
、
フ
ラ
ン
ス
管
、
プ
ラ

ハ
・
フ
ィ
ル
、
読
響
、
東
響
を
始
め
と
す
る
多
数
の

著
名
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
よ
り
招
か
れ
共
演
し
て
い
ま
す
。

ま
た
現
代
音
楽
奏
者
の
第
一
人
者
と
し
て
数
々
の
初

演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
優
れ
た
室
内
楽
奏
者
と

し
て
も
知
ら
れ
、
04
年
に
は
ア
ル
カ
ン
ト
・
カ
ル
テ

ッ
ト
を
結
成
し
、

松
本
で
も
過
去
２

回
の
公
演
は
い
ず

れ
も
大
絶
賛
で
し
た
。 

今
回
は
２
日
に
わ

け
て
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ

ハ
の
無
伴
奏
組
曲

全
曲
演
奏
会
で
す
。 

フ
ル
ー
ト
奏
者
の
有
田
正
広
が
、

夫
人
で
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
の

有
田
千
代
子
、
そ
し
て
フ
ル

ー
ト
奏
者
の
塩
嶋
達
美
と
共

演
し
ま
す
。
日
本
の
古
楽
界

を
リ
ー
ド
し
て
来
た
ト
ラ
ベ

ル
ソ
の
世
界
的
名
手
が
、
フ

ル
ー
ト
に
回
帰
し
て
奏
で
る

バ
ッ
ハ
父
子
の
名
曲
を
、
小

ホ
ー
ル
で
贅
沢
に
お
楽
し
み

下
さ
い
。
 

∧
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨
J
．
S
．
バ

ッ
ハ
＝
フ
ル
ー
ト
と
オ
ブ
リ

ガ
ー
ト
、チ
ェ
ン
バ
ロ
の
た
め

の
ソ
ナ
タ
　

ロ
短
調
、
フ
ル
ー

ト
と
通
奏
低
音
の
た
め
の
ホ
短
調
、
他 

新
春
を
彩
る
オ

ル
ガ
ン
と
和
楽

器
の
共
演
。
恒

例
の
「
春
の
海
」

や
和
楽
器
と
オ

ル
ガ
ン
の
音
色

で
、
初
春
の
す

が
す
が
し
い
気

分
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
お

手
頃
な
入
場
料

で
毎
年
大
人
気

で
す
。
チ
ケ
ッ

ト
は
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。 

∧
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨
宮
城
道
雄
＝
春
の
海
、
他 

「明治」の格調。くつろぎのホテル 
松本民芸家具をセットした 

北欧風ホテル 

松本市大手４-８-９ 〒３９０-０８７４ !（０２６３）３２－０１１４ FAX（０２６３）３３－４７７５ 
URL:http://www.mcci.or.jp/www/kagetsu/

宿泊料金 サービス料 
消費税込 円 6,500 ■ツイン… ■シングル… 円 12,000

東
京
芸
術
大

学
及
び
同
大

学
院
卒
業
生

に
よ
り
結
成
。

レ
パ
ー
ト
リ

ー
は
Ｊ
．Ｓ
．

バ
ッ
ハ
の
「
フ

ー
ガ
の
技
法
」
に
始
ま
り
、
バ
ル
ト
ー
ク
な
ど
現
代

に
至
る
ま
で
70
数
曲
に
の
ぼ
り
、
そ
の
す
べ
て
を
暗

譜
で
演
奏
す
る
カ
ル
テ
ッ
ト
で
す
。 

04
年
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
演
奏
で
は
「
文
化
庁
芸
術
祭

大
賞
」
を
、
07
年
の
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
で
は

「
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
、
各
地
で
広

く
レ
ク
チ
ャ
ー
付
き
コ
ン
サ
ー
ト
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
チ
ェ
ロ
の
田
崎
瑞
博
に
よ
る
解
説
が
わ
か
り
易

く
、
楽
し
い
と
評
判
で
す
。 

∧
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
＝
弦
楽
四
重

奏
曲
第
１
番<

ア
ン
ダ
ン
テ
・
カ
ン
タ
ー
ビ
レ>
、
他 

グランドピアノ8台・アップライトピアノ60台
常時展示、試弾自由、練習用個室3あり
各種カルチャー教室おこなっています。

 

●食事/無 ●添乗員/無 ●1名様より催行保証
●詳しい旅行条件・内容等をweb及びパンフレットにてご確認の上お申し込みください。
アルピコツアーセンター0263-24-1180（9：00～18：00日祝休）

長野県知事登録旅行業2-163号
長野県松本市井川城2丁目1番1号　〒３９０-８５１８
国内旅行業務取扱管理者 伊藤 岳伸　TEL0263-24-1180

交通株式会社
詳細／ご予約は今すぐWEBへ
アルピコ交通 検 索

 

富士急ハイランド・御殿場アウトレット

■出発日（長野発／松本・諏訪発共通） 
　　　　　3/3（土）～4/1（日）は
　　　　　　　　　　　毎日出発！！

長野・松本・諏訪⇔八王子・町田・横浜    

大人10,000円 中人9,000円 小人7,500円

富士急フリーパス付大人往復　 7,500円！！ 
御殿場クーポンシート（割引券）付大人往復　5,000円！！ 

長野発　松本・諏訪発 

春休み限定★特別企画       

おトクに!レジャーに!就活に!!横浜・東京をたっぷり満喫☆片道利用可!  

長野朝発：八王子 8:30頃・町田 9:30頃・横浜10:30頃着               
横浜夜発：八王子24:00発・町田23:00発・横浜22:00発              

期間限定★昼行／夜行バス       

3/16出発分まで!!特別価格(1デーパスポート付往復) 

1名様より催行保証 

通常料金大人11,000円　中人10,000円　小人8,000円のところ 

春休みのお出かけに、卒業旅行に、ショッピング。富士急フリーパス付中高生はさらにお得な7,000円！！ 
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古
典
四
重
奏
団

《
弦
楽
四
重
奏
入
門
、レ
ク
チ
ャ
ー
付
き
コ
ン
サ
ー
ト
》

《
フ
ル
ー
ト
で
奏
で
る
J
．S
．バ
ッ
ハ
、

　
　
　
　
　
　
　
　W
．F
．バ
ッ
ハ
、C
．ph
．E
．バ
ッ
ハ
》

新
春
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

《
春
を
呼
ぶ
和
楽
器
と
の
共
演
》

オ
ル
ガ
ン
／
保
田
紀
子
　
打
楽
器
／
高
橋
明
邦

尺
　
八
／
渡
辺
清
堂
　
　
箏
／
渡
辺
邦
子

2013.1.12 （土）●小ホール●14:00

ジ
ャ
ン
＝
ギ
ア
ン
・
ケ
ラ
ス

二
夜
連
続
リ
サ
イ
タ
ル

《
J
．S
．バ
ッ
ハ
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
全
曲
演
奏
会
》

2013.2.23（土）●小ホール●18:00

有
田
正
広
　
バ
ッ
ハ
父
子
の
肖
像

2013.1/19（土）●小ホール●18:00

フ
ル
ー
ト
／
有
田
正
広
、
塩
嶋
達
美
　

チ
ェ
ン
バ
ロ
／
有
田
千
代
子

塩嶋達美 有田正広 古典四重奏団 

ジャン＝ギアン・ケラス 

2012.12.14（金）●19:00／2012.12.15（土）●18:00●小ホール 

有田千代子 

2012.12.9（日）●小ホール●14:00/18:00

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
2
0
1
2

《
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
贈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
冬
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
》

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
／
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
合
奏
団

音
楽
監
督
／
桐
山
建
志
　

合
唱
指
揮
／
新
実
徳
英
、
中
村
雅
夫

カメラータ・ザルツブルク 

C○Marco Borggreve

C○藤本史昭 

代
表
す
る
ハ
ー

プ
奏
者
と
な
る

に
違
い
な
い
―
」

と
多
く
の
批
評

家
が
論
じ
る
ハ

ー
プ
の
平
野
花

子
。
彼
女
は
現

在
早
稲
田
大
学

在
学
中
の
ニ
ュ

ー
ヒ
ロ
イ
ン
で
、

07
年
Ｕ
Ｓ
Ａ
国

際
ハ
ー
プ
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い

て
日
本
人
と
し
て
初
め
て
本
選
に
残
り
、
銀
メ
ダ
ル

と
特
別
賞
を
受
賞
す
る
実
力
の
持
ち
主
で
す
。
も
う

一
人
の
ソ
リ
ス
ト
、
フ
ル
ー
ト
の
神
田
勇
哉
と
の
「
フ

ル
ー
ト
と
ハ
ー
プ
の
た
め
の
協
奏
曲
」
で
は
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
共
演
が
楽
し
み
で
す
。
平
野
は
こ
の
曲
で
09

年
に
Ｎ
響
と
も
共
演
し
て
い
ま
す
。
シ
ェ
レ
ン
ベ
ル

ガ
ー
自
ら
吹
き
振
り
す
る
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
な
ど
至

高
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
お
楽
し
み
に
。
 

∧
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
フ
ル
ー
ト
と
ハ

ー
プ
の
た
め
の
協
奏
曲
、
交
響
曲

第
41
番

ハ
長
調

「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
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ズームアップ
2012.3月　5月

昨
年
の
ア
ン
コ
ー
ル
公
演
。
映
画
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
合
木
こ

ず
え
の
興
味
深
い
解
説
付
き
で
、
映
画
を
観
て
い
な
く
て

も
、
そ
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
様
々
な
演
奏
ス
タ

イ
ル
で
、
新
鮮
な
響
き
が
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
聴

い
て
か
ら
観
る
か
、
観
て
か
ら
聴
く
か
・
・
・
さ
ら
に
充

実
し
た
内
容
で
映
画
音
楽
の
魅
力
を
お
届
け
し
ま
す
。 

出
　
演
／
狭
間
壮
（
歌
）
、

合
木
こ
ず
え
（
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
）
、
は
ざ
ま
ゆ
か
（
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ピ
ア
ノ
）
、

平
波
智
映
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、

福
島
る
み
（
ピ
ア
ノ
）
、
松

井
花
枝
（
ピ
ア
ノ
）、
他 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
日
本
映
画
メ

ド
レ
ー
、
ム
ー
ン･

リ
バ
ー
（
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
）、

「
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
よ
り
テ
ー
マ
曲
、
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
＝
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
（
北
京
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）
、
「
男
と
女
」
テ
ー
マ
曲
、
「
ゴ
ッ
ド･

フ
ァ
ー

ザ
ー
」
テ
ー
マ
曲
、
「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」
よ
り
愛
の
ロ

マ
ン
ス
、
ウ
ェ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
よ
り
、
他 

入
場
料
／
２
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
ム
ジ
カ
コ
ン
パ
ス
、
フ
ロ
ム
イ
ー
ス
ト 

お
問
い
合
わ
せ
／
ム
ジ
カ
コ
ン
パ
ス 

!
０
２
６
３
（
２
６
）
４
７
６
２ 

     

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
保

田
紀
子
に
よ
る
オ
ル
ガ
ン
レ
ッ
ス
ン
を
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
震
災
に
よ
り
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ン
が

使
え
な
く
な
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
中
、
小
ホ
ー
ル
の
オ
ル

ガ
ン
で
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
12
名
が
レ
ッ

ス
ン
を
修
了
し
、
そ
の
成
果
を
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
披
露

し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
で
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、
そ

し
て
保
田
紀
子
の
演
奏
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ
ハ
＝
８
つ
の
小
さ
な
プ
レ
リ

ュ
ー
ド
と
フ
ー
ガ
、
小
フ
ー
ガ 

ト
短
調

Ｂ
Ｗ
Ｖ
．
５
７

８
、
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ 

ニ
短
調

Ｂ
Ｗ
Ｖ
．
５
６

５
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ナ
　

ニ
短
調

Ｂ
Ｗ
Ｖ
．
５
８
８
、
他 

入
場
料
／
無
　
料
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４  

   

清
々
し
い
信
州
の
春
、
桜
満
開

の
島
内
公
園
に
隣
接
す
る
ザ
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
オ
ル
ガ

ン
伴
奏
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
恒
例
の

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

１
０
０
円
で
本
格
的
な
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
楽
し
め

る
と
好
評
で
す
。
当
日
は
島
内
公
園
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
曜
日
の
午
後
の
ひ
と
と
き
、

コ
ン
サ
ー
ト
と
公
園
で
の
花
見
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

お
楽
し
み
満
載
で
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数

ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
岡
野
貞
一
＝
ふ
る
さ
と
、
他 

入
場
料
／
１
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

 

    

大
型
連
休
の
締
め
く
く
り

は
最
良
の
名
曲
コ
ン
サ
ー

ト
に
酔
い
し
れ
る
、
と
い

う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
チ
ェ
ロ
山
崎
伸
子
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
加
藤
知
子
、

ピ
ア
ノ
津
田
裕
也
に
よ
り
、

た
っ
ぷ
り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

山
崎
は
津
田
ホ
ー
ル
で
10

年
に
わ
た
り
チ
ェ
ロ
・
ソ

ナ
タ
・
シ
リ
ー
ズ
を
開
催

し
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
Ｃ
Ｄ

Vol
４
は
11
年
度
レ
コ
ー
ド

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
室
内
楽
部

門
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第

５
番
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
が
作
曲
し
た
10
曲
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
で
は
「
ク

ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
と
並
ぶ
名
曲
で
、
明
る
い
希
望
と
幸
福
感

に
満
ち
た
「
春
」
を
連
想
さ
せ
る
曲
で
す
。
ま
た
５
曲
あ

る
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
か
ら
は
最
高
傑
作
と
の
名
高
い
第
３

番
を
、
さ
ら
に
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
で
は
、
こ
ち
ら
も
最
高

傑
作
と
言
わ
れ
、
古
今
東
西
の
名
手
た
ち
が
ト
リ
オ
を
組

み
名
演
を
繰
り
広
げ
て
き
た
第
７
番
「
大
公
」
を
存
分
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ

ナ
タ
　

第
５
番
　

ヘ
長
調
「
春
」、
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
　

第
３

番
　

イ
長
調
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
　

第
７
番

変
ロ
長
調
「
大

公
」 

入
場
料
／
一
　
　
　
般
　
４
、５
０
０
円 

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
３
、０
０
０
円 

　
　
　
　
メ
　
イ
　
ト
　
４
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

  

世
界
を
旅
す
る
映
画
音
楽

Vol.
2

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
：
00
 

山
崎
伸
子
・
加
藤
知
子

津
田
裕
也
ト
リ
オ

5/

6日

■
小
ホ
ー
ル
　
■
12
：
15
 

ラ
ン
チ
タ
イ
ム

コ
ン
サ
ー
ト
１４

4/

13金

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
：
00
 

3/

17土

平
成
２３
年
度
オ
ル
ガ
ン

　
　
　
レ
ッ
ス
ン
修
了
コ
ン
サ
ー
ト

「
ふ
い
ご
の
唄
6
」
�

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
：
00
 

3/

18日

2
月
１
日
現
在
の
予
定
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
開
演
時
間
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
入
場
料
等
変
更
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

山崎伸子 加藤知子 津田裕也 

C○武藤章 C○武藤章 

●本部事務局 〒390-8511 松本市深志3-10-3 
Tel.0263-32-7171 

http://www.suzukimethod.or.jp 
talent@suzukimethod.or.jp

スズキ・メソード音楽教室 
□ヴァイオリン□ピアノ□チェロ□フルート 

7 0120-556-414〒399-0022 松本市松原 63-8

〒399-0011 松本市寿北7-12-4
TEL.0263-86-7665

TEL.0263-86-3120

S

地域社会に貢献する企業を目指して地域社会に貢献する企業を目指して地域社会に貢献する企業を目指して

ホール音響システム

高度利用緊急地震速報システム

各種セキュリティシステム

通信・ネットワーク

AV 視聴システム

各種電気設備工事

ホール音響システム

高度利用緊急地震速報システム

各種セキュリティシステム

通信・ネットワーク

AV 視聴システム

各種電気設備工事



楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
①
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
③
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
③
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
③
 

チ
ェ
ロ(V

io
lo
n
c
e
llo
) 

あ
れ
こ
れ
・・・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ェ
ロ
奏
者
　
北
沢
加
奈
子

丸
山
貴
菜
／
フ
ル
ー
ト
奏
者 

若
手
演
奏
家
紹
介
③

　
中
信
地
区
に
縁
の
あ
る
若
手
演
奏
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

松
本
市
出
身
。
東
京
音
楽
大
学
卒
業
。
同
大
学
院
科
目
等

履
修
修
了
。 

同
大
学
卒
業
演
奏
会
、
長
野
県
新
人
演
奏
会
出
演
。 

第
32
回
フ
ル
ー
ト
デ
ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
に
出
演
。 

第
７
回
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
審
査
員

特
別
賞
受
賞
。 

第
51
回
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
京
大
会
　
中
学

の
部
第
二
位
。 

第
54
回
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
京
大
会
　
高
校

の
部
第
三
位
。 

第
15
回
び
わ
湖
国
際
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
　
入
選 

金
昌
国
、
Ｏ
．
ニ
コ
レ
、
カ
ミ
ラ
・
ホ
イ
テ
ン
ガ
、
Ｅ
．
パ

ユ
、
エ
イ
ミ
ー
・
ポ
ー
タ
ー
、
大
友
太
郎
、
各
氏
の
公
開

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
を
受
講
。 

　
こ
れ
ま
で
に
フ
ル
ー
ト
を
居
石
ひ
と
み
、
中
野
富
雄
、

中
野
真
理
各
氏
に
師
事
。 

■
活
　
　
動 

　
２
０
０
８
年
に
自
身
初
と
な
る
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を
ザ
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
に
て
開
催
す
る
。 

　
ま
つ
も
と
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
連
続
講
座
2
0
0
9
、

メ
モ
リ
ア
ル
の
作
曲
家
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ク
チ
ャ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
に
出
演
。 

　
２
０
１
０
年
よ
り
『
一
枚
の
絵
の
あ
る
音
楽
会
』
と
題

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
て
お
り
、
県
内
各
地
で
４
回

ほ
ど
開
催
さ
れ
る
。 

　
昨
年
10
月
、
県
外
で
活
躍
す
る
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
生
明

麻
衣
子
氏
と
共
に
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
を
小
ホ
ー
ル
に
て

開
催
し
好
評
を
得
る
。 

　
そ
の
他
数
多
く
の
演
奏
会
に
出
演
し
、
現
在
で
は
県
内

の
他
、
東
京
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
福
井
な
ど
県
外
に
お
い

て
も
活
動
の
幅
を
広
げ
る
。 

　
ま
た
、
第
15
回
び
わ
湖
国
際
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
に

入
選
す
る
な
ど
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
積
極
的
に
受
け
て
研
鑚

を
積
む
一
方
、
後
進
の
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。 

■
演
奏
会
情
報 

●
３
月
17
日
F
　
14
時
開
演
　(

カ
フ
ェ
プ
レ
イ
エ
ル) 

　
丸
山
貴
菜
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル
　
ピ
ア
ノ
／
林
智
子 

●
３
月
25
日
G
　
14
時
開
演 

　（
塩
尻
市 

市
民
タ
イ
ム
ス
ホ
ー
ル
） 

　
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
　
ピ
ア
ノ
／
木
内
栄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
ー
ト
／
小
林
愛 

●
４
月
22
日
G
　
14
時
開
演 

　（
あ
づ
み
野
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
） 

　
ト
リ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
　
オ
ー
ボ
エ
／
荒
絵
理
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ
／
井
垣
里
沙 

 

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先 

　
丸
山
　
貴
菜
!
０
２
６
３（
３
３
）１
３
８
９ 

 

　
１
５
０
０
年
代
初
期
に
誕
生
し
た
楽
器
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
属
の
低
音
楽
器
を
表
す
「
バ
ッ
ソ
・
デ
ィ
・
ヴ
ィ
オ
ラ
・

ダ
・
ブ
ラ
ッ
チ
ョ
」
「
バ
ス
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
で
知
ら

れ
て
い
た
こ
の
楽
器
が
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
と
い
う
名
称

で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１
６
０
０
年
代
中
頃

イ
タ
リ
ア
よ
り
。
「
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
」
と
同
様

立
て
て
し
か
演
奏
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
奏
法
は
ガ
ン

バ
と
類
似
し
た
も
の
に
な
る
が
、
こ
の
ヴ
ィ
オ
ー
ル
属
か

ら
派
生
し
た
楽
器
で
は
な
い
。(

ガ
ン
バ
と
は
足
を
意
味

す
る
語)  

最
古
の
史
料
で
あ
る
ア
グ
リ
ー
コ
ラ
の
《
ド
イ

ツ
の
楽
器
》
に
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
型
で
音
域
の
異
な
る

４
種
の
楽
器
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
中
にF

-c
-g

に
調
弦

さ
れ
た
３
弦
の
低
音
楽
器
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

４
弦
、
５
弦
に
な
り
音
域
も
広
く
な
っ
て
い
く
。 

　
チ
ェ
ロ
の
大
き
さ
は
、
16
、
17
世
紀
に
は
か
な
り
変
化

し
た
が
、
１
７
１
０
年
頃
に
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス
ト
ラ
デ

ィ
ヴ
ァ
ー
リ
が
胴
長
を
75
〜
76
㎝
に
決
め
て
以
来
こ
の
サ

イ
ズ
が
標
準
と
な
っ
た
。
弦
の
振
動
部
分
は
約
69
㎝
。
初

期
の
演
奏
者
は
床
の
上
に
置
い
て
脚
に
挟
ん
で
い
た
が
（
エ

ン
ド
ピ
ン
は
な
い
状
態
）
、
１
７
０
０
年
頃
に
は
膝
の
間

に
挟
み
ふ
く
ら
は
ぎ
で
支
え
る
形
と
な
る
。
こ
の
状
態
だ

と
弦
を
横
か
ら
押
さ
え
る
こ
と
が
出
来
、
よ
り
自
由
に
左

手
が
使
え
、
ま
た
全
弓
を
使
う
こ
と
も
容
易
に
な
る
。
よ

っ
て
、
音
色
、
強
弱
な
ど
の
音
楽
表
現
の
幅
も
広
が
り
、

チ
ェ
ロ
に
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
の
独
奏
楽
器
と
し

て
活
躍
す
る
機
会
を
与
え
大
き
な
発
展
に
つ
な
が
る
。
１

７
０
０
年
以
降
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
を
模
倣
し
た
最
初

の
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
は
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
、
タ
ル
テ
ィ
ー
ニ

と
い
っ
た
作
曲
家
に
よ
る
。 

　
そ
の
後
の
チ
ェ
ロ
作
品
に
と
り
重
要
な
作
曲
家
は
ボ
ッ

ケ
リ
ー
ニ
、
デ
ュ
ポ
ー
ル
、
ピ
ア
ッ
テ
ィ
な
ど
だ
が
、
バ

ッ
ハ
の
ケ
ー
テ
ン
時
代
の
６
曲
の
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
は
、

チ
ェ
ロ
奏
者
で
な
い
作
曲
家
に
よ
る
最
初
の
独
奏
曲
で
あ

り
、
音
楽
的
、
技
巧
的
な
要
求
の
高
さ
で
は
傑
出
し
た
作

品
。
カ
ザ
ル
ス
に
よ
っ
て
再
発
掘
さ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り

に
有
名
。
カ
ザ
ル
ス
に
続
く
著
名
な
演
奏
家
と
し
て
は
、

カ
サ
ド
、
フ
ル
ニ
エ
、
ナ
ヴ
ァ
ラ
、
ト
ル
ト
リ
エ
、
ヤ
ニ

グ
ロ
、
ジ
ャ
ン
ド
ロ
ン
、
シ
ュ
タ
ル
ケ
ル
、
ロ
ス
ト
ロ
ポ

ー
ヴ
ィ
ッ
チ
な
ど
。
チ
ェ
ロ
の
歴
史
の
初
期
に
は
女
性
チ

ェ
リ
ス
ト
は
い
な
い
の
は
、
１
８
０
０
年
代
半
ば
ま
で
エ

ン
ド
ピ
ン
が
な
く
、
女
性
が
足
を
広
げ
て
チ
ェ
ロ
を
支
え

る
事
は
下
品
な
こ
と
と
思
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
が
、

19
世
紀
始
め
に
一
人
の
女
性
名
チ
ェ
リ
ス
ト
が
現
れ
、
彼

女
の
使
用
し
た
チ
ェ
ロ
は
１
７
０
０
年
製
の
ス
ト
ラ
デ
ィ

ヴ
ァ
ー
リ
作
で
彼
女
の
「
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
」
と
い
う
名

前
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
後
に
は
ネ
ル
ソ
ヴ
ァ
、
デ
ュ
・

プ
レ
な
ど
が
い
る
。 

　
チ
ェ
リ
ス
ト
は
皆
大
ら
か
で
仲
が
良
い
!? 

１
０
０
０

人
の
プ
ロ
・
ア
マ
が
集
ま
っ
て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
ん

だ
り
、
音
域
が
５
オ
ク
タ
ー
ブ
も
あ
る
か
ら
こ
そ
、
チ
ェ

ロ
だ
け
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
可
能
。（
因
み
に
ト
音
記
号
、

テ
ナ
ー
記
号
、
ヘ
音
記
号
と
３
種
類
の
読
み
替
え
が
す
ぐ

に
で
き
る
の
も
チ
ェ
リ
ス
ト
な
ら
で
は
！) 

　
人
の
声
に
一
番
近
く
、
だ
か
ら
こ
そ
表
現
の
幅
も
広
く

「
楽
器
の
王
様
」
と
い
わ
れ
る
の
か
も
。 

　
５
月
６
日
に
は
こ
こ
音
楽
文
化
ホ
ー
ル
に
て
日
本
の
女

性
チ
ェ
リ
ス
ト
の
最
高
峰
、
山
崎
伸
子
先
生
が
リ
サ
イ
タ

ル
を
行
い
ま
す
。
先
生
は
、
本
当
は
と
て
も
小
柄
な
方
で

す
が
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
弾
き
始
め
る
と
、
と
て
も
大

き
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
女
性
の
細
や
か
さ
繊
細
さ
に
加
え
、

男
性
的
な
力
強
さ
も
兼
ね
備
え
、
そ
の
音
楽
に
は
思
考
の

深
み
、
音
色
の
艶
や
か
さ
が
あ
り
、
魂
ま
で
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
よ
う
。
ぜ
ひ
お
聴
き
い
た
だ
き
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。 
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ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
の
ト
ッ
プ
奏
者
に
よ
る
室
内
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
「
ウ
ィ
ー
ン
室
内
合
奏
団
」
が
昨
年
11
月
23
日

に
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
楽
団
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
ヨ
ゼ
フ
・
ヘ
ル
さ
ん
に
松

本
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
小
山
義
秀
さ
ん
が

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

小
山
（
以
下
K
）
松
本
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？ 

ヘ
ル
（
以
下
H
）
今
朝
、
ホ
テ
ル
の
最
上
階
の
レ
ス
ト
ラ

ン
か
ら
見
え
た
山
な
み
が
、
と
て
も
美
し
か
っ
た
で
す
。

ま
る
で
祖
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
風
景
の
よ
う
で
し
た
。 

K
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？ 

H
　
私
の
父
は
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
（
以
下
W
P
H
）

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
で
し
て
、
私
が
小
さ
い
頃
に
、
よ

く
コ
ン
サ
ー
ト
や
オ
ペ
ラ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
初
め
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
目
に
し
て
「
習
い
た
い
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
七
歳
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

K
　
今
日
の
演
奏
は
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
が
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
す
る
上
で
一
番
重
要
な
こ
と
は
何
で
し

ょ
う
か
？ 

H
　
演
奏
者
が
お
互
い
を
よ
く
知
り
、
皆
が
同
じ
感
覚
と

音
楽
、
響
き
や
音
色
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
、
そ
の
中
の
一
人
で
も
違
う
感
覚
や
響
き
で
あ
れ
ば
、

す
べ
て
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
た
っ
た
一
人

で
あ
っ
て
も
で
す
。
他
の
こ
と
は
簡
単
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

勉
強
し
た
り
練
習
し
た
り
す
れ
ば
よ
い
こ
と
で
す
か
ら
。

一
番
重
要
な
の
は
同
じ
感
覚
と
同
じ
響
き
を
持
つ
こ
と
で

す
。 

K
　
な
る
ほ
ど
。
多
分
そ
れ
と
同
じ
こ
と
だ
と
思
う
の
で

す
が
、
人
々
を
魅
了
す
る
W
P
H
伝
統
の
響
き
の
秘
密
と

は
何
で
し
ょ
う
か
？ 

H
　
響
き
に
つ
い
て
語
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。
言
葉

で
は
う
ま
く
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
は
一
種
の

伝
承
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
頃
に
は
自
然
な
感

覚
と
し
て
感
じ
口
ず
さ
む
こ
と
、
そ
し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ(

W
P
H)

の
響
き
や
音
楽
を
耳
に
す
る
こ
と
、
ま
た
は

W
P
H
の
奏
者
で
あ
る
先
生
か
ら
楽
器
を
習
う
こ
と
に
よ

っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
団
員
と
な
っ
た
時
に
は
、

更
に
多
く
の
こ
と
を
先
輩
達
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ

を
表
す
の
に
最
も
良
い
例
は
、
中
世
の
昔
か
ら
の
徒
弟
制

度
。
つ
ま
り
マ
イ
ス
タ
ー
（
親
方
）
が
若
い
弟
子
に
教
え
、

そ
し
て
そ
の
弟
子
が
親
方
と
な
り
、
若
い
人
に
ま
た
教
え

て
い
く
。
そ
う
や
っ
て
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
も
の

が
伝
統
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
若
い
頃
に
は
、
先
生
が
ブ

ラ
ー
ム
ス
と
一
緒
に
演
奏
し
た
と
い
う
同
僚
の
先
輩
に
学

び
ま
し
た
し
、
マ
ー
ラ
ー
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
先
輩
か

ら
も
教
え
を
受
け
ま
し
た
。 

K
　
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
伝
承
で
す
ね
。
こ
こ
数
年
、

W
P
H
も
世
代
交
代
が
進
み
、
か
な
り
の
メ
ン
バ
ー
が
入

れ
替
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
W
P
H
の
響
き
は
継

承
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？ 

H
　
そ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
約
束
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

そ
う
だ
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
若
い
人
次
第

で
し
ょ
う
ね
。
私
た
ち
が
教
え
た
こ
と
を
彼
ら
が
よ
い
と

思
え
ば
続
く
で
し
ょ
う
し
、
そ
う
感
じ
な
け
れ
ば
途
絶
え

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

K
　
ヘ
ル
さ
ん
は
音
楽
大
学
で
も
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
ね
。
W
P
H
の
伝
統
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
生
徒
さ

ん
た
ち
に
特
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？ 

H
　
最
も
大
切
な
こ
と
は
曲
を
演
奏
す
る
と
き
に
、
そ
の

曲
に
と
っ
て
の
正
し
い
感
覚
、
音
色
、
音
楽
を
つ
か
む
こ

と
で
す
。
楽
譜
に
書
い
て
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の

裏
に
何
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
つ
か
む
力
、
そ
れ
こ
そ

が
本
質
で
す
。
と
て
も
難
し
く
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
で

す
が
。 

K
　
長
年
、
W
P
H
や
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
（
W
P
H

の
活
動
母
体
）
で
演
奏
さ
れ
て
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
演
奏
会
は
あ
り
ま
す
か
？ 

H
　
沢
山
あ
り
過
ぎ
ま
す
ね
…
。
最
近
の
こ
と
で
は
、
ち

ょ
う
ど
先
週
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
テ
ィ
ー
レ
マ
ン
と
ワ
ー

グ
ナ
ー
の
「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」
と
「
神
々
の
黄
昏
」
を
演

奏
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
感
動
的
な
も
の
で
し
た
。 

K
　
私
も
是
非
聴
き
に
行
き
た
か
っ
た
ん
で
す
が
… 

H
　
み
ん
な
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
で
も
、
す
ご
い
人

気
で
チ
ケ
ッ
ト
が
取
れ
な
い（
笑
）。
テ
ィ
ー
レ
マ
ン
の
音

楽
は
情
熱
的
で
個
性
的
で
、
本
当
に
特
別
な
体
験
で
し
た
。 

K
　
会
場
も
大
変
な
熱
狂
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
印

象
的
な
演
奏
会
と
い
う
こ
と
で
す
と
、
初
め
て
国
立
歌
劇

場
や
W
P
H
で
演
奏
さ
れ
た
時
を
憶
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
？ 

H
　
も
ち
ろ
ん
。
と
て
も
緊
張
し
て
ナ
ー
ヴ
ァ
ス
で
し
た
。 

K
　
お
父
様
も
一
緒
の
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
す
か
？ 

H
　
そ
う
で
す
。
オ
ペ
ラ
は
、
ク
リ
ッ
プ
ス
指
揮
の
「
フ

ィ
デ
リ
オ
」
が
初
舞
台
で
し
た
。
W
P
H
は
バ
ー
ン
ス
タ

イ
ン
指
揮
の
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
七
番
で
し
た
。
最
初

に
し
て
は
と
て
も
ハ
ー
ド
で
し
た
ね
。
私
は
ま
だ
少
年
で

し
た
し
。
も
う
四
十
年
も
前
の
こ
と
で
す
。 

K
　
最
後
に
、
今
日
弾
い
て
い
ら
し
た
楽
器
に
つ
い
て
も

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

H
　
一
七
三
六
年
製
の
ニ
コ
ラ
・
ガ
リ
ア
ー
ノ
で
す
。
亡

く
な
っ
た
ヘ
ッ
ツ
ェ
ル
さ
ん
（
W
P
H
の
名
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
で
ウ
ィ
ー
ン
室
内
合
奏
団
の
前
リ
ー
ダ
ー
）
か

ら
受
け
継
い
だ
物
で
す
。 

K
　
今
日
は
と
て

も
近
く
で
聴
か
せ

て
い
た
だ
き
、
ヘ

ッ
ツ
ェ
ル
さ
ん
が

弾
い
て
い
ら
し
た

楽
器
だ
ろ
う
と
、

こ
こ
で
も
「
継
承
」

と
い
う
こ
と
を
感

じ
な
が
ら
聴
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 
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２０１１年１１月２３日（水）

聞き手／小山義秀（松本交響楽団）

ウィーン室内合奏団
ヴァイオリン／ヨゼフ・ヘル

ヨゼフ・ヘル、小山義秀 

ハーモニーメイト演奏会鑑賞バスツアーのお知らせ 
　恒例の24年度バスツアーは２回開催いたします。前半は東京オペラシティコンサートホールへ。９月に「山岸博　魅惑のホルン」（ザ・ハ
ーモニーホール）出演の山岸博（ホルン）、平林瑞枝（ヴァイオリン）のお二人も演奏する読売日本交響楽団のコンサート、後半は東京芸術劇
場へ、マーラーの交響曲を得意とし、全曲録音をしているインバル指揮　東京交響楽団による交響曲第５番を聴きに行きます。当ホールでは
滅多に聴くことの出来ないプログラムを鑑賞するバスツアーです。メイト会員限定の企画ですので、是非この機会にご参加ください。 

【前半】　読売日本交響楽団オペラシティ　マチネシリーズ 

　　　　指揮＝篠崎靖男　ピアノ＝アレクサンダー・ロマノフスキー 

と　　き／平成24年５月19日（土）14：00時開演 

と　こ　ろ／東京オペラシティ　コンサートホール（新宿区初台） 

曲　　目／ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第２番 

　　　　　ブラームス：交響曲 第２番 

参加条件／①ハーモニーメイト会員であること 

　　　　　②健康で、介助者を必要とされない方 

応募方法／往復はがき 

参　加　費／9,000円【チケット代、バス代、夕食代（お弁当）含む】 

定　　員／35名（応募多数の場合は抽選） 

応募締切／３月18日（日）17：00必着 

決定方法／応募多数の場合は抽選により決定します。 

※詳しくはハーモニーメイト事務局 

　　　　　　　　　　　　TEL.0263-47-2004まで 

　　　　　 

①……〒390-0851　松本市島内4351松本市音楽文化ホール内 

　　　　　　　　　「ハーモニーメイトバスツアー係」宛 

②……未記入 

③……抽選結果送付先の住所・氏名 

④……１．会員番号　２．氏名　３．住所　４．電話番号　 

　　　５．申込人数（個人会員＝1名、家族会員＝登録人数、団体会員＝１名） 

 

 

 

 

【後半】　インバル＝都響 新マーラー・ツィクルス 
　　　　指揮＝エリアフ・インバル　管弦楽＝東京都交響楽団 
と　き／平成25年１月20日（日）14：00時開演 
ところ／東京芸術劇場（豊島区池袋） 
曲　目／マーラー：交響曲第５番、他 

＊詳細はハーモニー161号（11・12月号）にてお知らせ 
　します。 
 

【往復はがき記入例】 
 【往信面】 【返信面】 

① ② ③ ④ 

Talk



休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日
休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円） 催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

※メインホールは平成２５年3月３１日まで改修工事

3　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

３ 
土 

無料 
第17回 
エボニーアンサンブル  
演奏会 

あずみのの会 
ピアノ発表会 

ユウ・ミュージック 
スクール発表会 

（鎌田） 
66－1005

（高橋） 
77－6459

（熊谷） 
47－3133

15：33 無料 
ミュージック・プラザ・オグチ 
スプリングコンサート 

ミュージック・プラザ・ 
オグチ 

33－5562
10：00

無料 箏、地唄、三絃発表会 
(中村） 
58－4268

12：00

100ランチタイム 
コンサート14

ザ・ハーモニーホール 
47－2004

12：15

無料 青木資子 
ピアノ教室発表会 

（青木） 
48－3850

14：30

無料 松本ゾリステン  
四月のコンサート 

（前沢） 
36－298514：00

2,000
CD発売記念 はざまゆか 
鍵盤ハーモニカ 
リサイタル 

ムジカコンパス 
26－4762

19：00

無料 Sonante 
ピアノコンサート 

（吉川） 
47－757310：00

無料 
信州の春マリンバ 
コンサート 

（山本） 
090-4093-407414：30

無料 
島田音楽教室  
第37回 
ピアノ演奏発表会 

（石田） 
62－3022

13：00

無料 10：00

無料 16：00

玲の会 
卒業コンサート 

（望月） 
090-7227-9699

無料 13：00

世界を旅する 
映画音楽 Vol.2

ムジカコンパス 
26-4762

2,00014：00

声楽発表会 （小松） 
78－3274

無料 未定 

ふいごの唄６ ザ・ハーモニーホール 
47－2004

無料 14：00

浜ピアノ教室 
演奏発表会 

（浜） 
48－0042

無料 12：00

アンサンブル 
同好会演奏会 

（青木） 
48－3850

50014：30

4　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

1 
日 

５ 
月 

2 
月 

10 
土 

8 
日 

11 
日 

９ 
月 

16 
月 

23 
月 

12 
月 

13 
金 

17 
土 

14 
土 

18 
日 

19 
月 

15 
日 

20 
火 

18 
水 

24 
土 

21 
土 

22 
日 

26 
月 

31 
土 

29 
日 

無料 
小笠原ピアノ教室 
発表会 

（小笠原） 
27－503513：30

28 
土 

ハーモニーメイト会員数（1月31日現在）

合計　1,631　人
・賛助会員6団体・広告主24団体

○個人会員　 288　人
○家族会員　1,150　人　370家族
○団体会員　 193　人　20団体

2 1
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メインホールの予約受付を再開します。
平成25年4月以降のメインホールの予約受付を次のとおり再開します。

　中信地区出身で今春、音楽関係の学校を卒業する人たちの若さ

溢れる演奏会です。全国各地の音楽学校で切磋琢磨した成果を発

表する場として、また、卒業して社会に出る同年代の仲間の交流

の場として、続けられています。例年の演奏会では、声楽、ピア

ノを始め、弦楽器、管楽器、打楽器など多彩なジャンルの出演者

となっています。今回は会場を変更し、あがたの森文化会館講堂

での開催となります。 

プログラム／未定 

入場料／一　　　般　500円 

　　　　小学生以下　無料【全席自由】 

主　催／新人演奏会実行委員会 

共　催／ザ・ハーモニーホール 

お問い合わせ／ザ・ハーモニーホール　!0263-47-2004

●お問い合せ先●松本市音楽文化ホール　TEL0263－47－2004●お問い合せ先●松本市音楽文化ホール　TEL0263－47－2004

講
習
会
の
お
知
ら
せ

講
習
会
の
お
知
ら
せ

「第45期 オルガン講習会」
ザ・ハーモニーホール専属オルガニスト保田紀子の親切な指導が評判の、初心者を対象とし

た講習会です。簡単な曲から、J. S. バッハのオルガン曲など、この機会に挑戦してみてはい

かがでしょうか。 

会　場■松本市音楽文化ホール（小ホール） 
日　程■①５/２２（火）②５/２９（火）③６/８（金）④７/４（水） 
　　　　⑤７/１０（火） 
定　員■３０名（全５回受講可能な方を優先させていただきます） 
対象者■オルガン未経験の方 
受講料■１０，０００円（５回分一括）　＊聴講は無料 
その他■オリエンテーション＝５/１５（火）ＰＭ１９：００～２０：００ 

●保田紀子（やすだのりこ）松本市音楽文化ホール専属オルガニスト 
東京芸術大学楽理科、オルガン科卒業及び大学院修了。島田麗子、廣野嗣雄、秋元道雄の各氏に師事。１９８０年ドイツ政
府給費留学生（ＤＡＡＤ）として渡独。フライブルク国立音楽大学でＺ・サットマリー氏に師事し、同大学卒業。１７世紀前半
から現代音楽に至る幅広いレパートリーをもち、１９８３年秋に帰国後は、東京カテドラル、神奈川県民ホール、武蔵野市
民文化会館、サントリーホール、東京芸術劇場等でコンサート、ＮＨＫ・ＦＭに録音の他、合唱団、合奏団との共演も多数。１９
８５年ドイツ・ジンツィヒにおける現代音楽週間に招かれて好評を博し、以後、シリーズで現代音楽のリサイタルを開催し
ている。１９９９年１２月から２０００年１月にかけての「サイトウ・キネン・フェスティバル松本　冬の特別公演」２００２年
「サイトウ・キネン・フェスティバル松本」に出演。日本オルガニスト協会、日本オルガン研究会会員。 

《内　容》全5回（18：00～21：00）
公開グループレッスン 

■講師プロフィール 

申込受付 平成２４年4月２４日（火）AM１０：００より
＊電話による申込はお受けできません。直接ご来館ください。 

「チェンバロ講習会Vol.11」
今回は「バッハの先駆者達～17世紀のドイツ鍵盤楽器

に親しむ～」をテーマとした講習会です。奮ってご参加

ください。 

会　場■松本市音楽文化ホール 
日　程■①５/２７（日）②６/２４（日）③７/２９（日）④９/２３（日）⑤１０/２８（日）⑥１１/２５（日） 
対象者■バイエル上巻以上修了の方 
定　員■１８名（市内在住、全６回受講可能な方を優先させていただきます。） 
受講料■１０，０００円（第2回～第6回分一括支払い。）＊聴講は無料 

●　形亜樹子（くわがたあきこ） 
東京生まれ。東京芸術大学付属音楽高校作曲科卒、同大作曲科を経てＤＡＡＤ政府交換留学生としてドイツへ留学。デトモ
ルト、及びシュトゥットガルト国立音大チェンバロ科卒、国家演奏家資格取得。91年より６年間フランス国立セルジー・ポン
トワーズ音楽院、ショーモン市立音楽院チェンバロ科講師を歴任。文化庁在外研修員としてローマ（94年度チェンバロ）、
スペイン（99年度オルガン）で研鑽を積む。17年に及ぶヨーロッパ滞在中、各地で演奏／録音活動、主要古楽祭などに参
加。97年、03年山梨古楽コンクール審査員。2000年に東京に居を移し、現在松本市音楽文化ホール講師、東京芸術音楽
大学非常勤講師。演奏活動の他に古典調律、音楽理論のセミナーを数多く開催している、日本チェンバロ協会、日本オルガ
ン研究会、日本音楽学会所属。 

《内　容》全6回（13：30～16：30）

 

　初 回＝講師コンサート 
　第2回～第5回＝公開グループレッスン 
　第6回＝発表会 

初回には、講師のコンサートがあります。 

５/２７（日）ＰＭ１３：３０～　入場料＝2,000円

■講師プロフィール 

申込受付 平成２４年５月２７日（日）（コンサート終了後）
＊受付開始時間に希望者が定員を超えている場合は、選考により決定します。ご了承ください。 
＊電話による申込は受付られませんので、ご来館ください。 
 

【会場】松本市音楽文化ホール　小ホール 
　 

＊今回は小ホールでの講習会です。

■開演13：００　■あがたの森文化会館　講堂 

 

第33回 新人演奏会4/22日

■予約受付開始日：平成24年４月３日（火） 

　受付対象：平成25年４月分 

　　ご希望の方は、朝９時までに音楽文化ホール事務室前ロ

　　ビーにお集まりください。 

※平成25年5月以降の予約につきましても、従来どおり（使用日の12ヶ月前に
　あたる月の土・日・祝日を除く最初の開館日）に受付を行います。
※音楽文化事業以外でのご利用については、６ヶ月前からの受付となります。

■プレイガイド
［松本市／市外局番０２６３］
井上チケットぴあ　３４-３６５５／ライオン堂高宮店　２６-９２３４／ミュージックプラザ・オグチ　３５-５５６８／カタクラモール　３６-５１１１
音楽社　３２-９８８８／クレモナ　３２-８１６９／コダマ楽器　３３-２６８８／まつもと市民芸術館　３３-３８００
松本市波田文化センター（アクトホール）　９２-７５０１／EVENT-NAGANO（ネット販売） www.event-nagano.net/

［長野市］ながの東急　０２６-２２６-８１８１　　　［安曇野市］スワンガーデン安曇野　０２６３-７１-１６６６


